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On London's contemporary architecture (Part 3)
―The east of central London
Toshio MATSUMOTO
Abstract: I have been in London from 1st September 2003 to 31st August 2004 as a visiting researcher. I
stayed at the British Architectural Library (RIBA Library, RIBA: The Royal Institute of British Architects)
in order to research building materials and construction. I am interested in not only building materials but also
building construction system and process. During the period of researching, I collected some materials on
London's contemporary architecture at the Library and did a series of ˆeld research by means of taking pho-
tographs on the sites of these architecture. I mainly researched some architecture on the east side of central
London. This report deals with some traditional and modern architecture, some restoration and new architec-
ture in London. There is a part of modern architecture which is commonly called ``Hi-tech'' in the United Kin-
gdom.
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．は じ め に
ロンドンの北から中心部にかけての建築の観察の行程
において，今回は，Camden から少し長く南下して










1. The Great Court, British Museum1)2)（図 1, 2, 3, 4,
5, 6)1813年，最初の Museum は Montagu House で
あった。それが取り壊されるのに替って Sir Robert
Smirke は Museum の建設を委託された。Smirke は Sir
John Soan の弟子で，Soan, Nash と並んで役所の指名
建築家となっていた。Great Court は少なくとも 3 人以
上の建築家の仕事の産物である。Smirke の才量でその
形と寸法が決められた。The South Wing の the South
front 南前面と the Great Colonade 大柱廊が完成した
1846年に病気のため弟の Sydney Smirke に仕事は引き
継がれ，弟は兄の Courtyard に Reading Room をつく
った。第 3 の建築家は Norman Foster で Museum の中
心を 2 度変えた。Courtyard と Reading Room の両者を
共存させるという難しい離れ業を成しとげた。
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Aberdeen granite で Derbyshire alabaster のキャピタル
Capital 柱頭がついている。12本の予定だったが予算の
関係上 8 本は付柱に変えざるを得なかった。
コロネード Colonade 柱廊と外装には Portland Stone
が用いられた。柱はアテネの寺院を模した古典的構成で
ある。Museum はヨーロッパ最大の Neo-Classical のモ
ニュメントともいわれる。玄関は壮大なイオニア式
Ionic でポルティコ Portico をもっている。The Front
Hall は1847年に一般にオープンした。柱の様式はグ





















Great Court の修復設計は Norman Foster によるもの
で1998年 3 月着工，2000年12月にオープンした。









（新しい壁は，60 mm 厚の Cabra 石灰石の外壁，銅の二
次フレームに固定されている。）
新しいガラス屋根は，二重ガラスユニットになってい















Great Court 内にある Robert Smirke のオリジナルの
石のキャピタルもその明確な曲線が洗浄され修復された。
Sydney Smirke のオリジナルの Reading Room 内の空
色，クリーム色，黄金色の装飾も修復された。Reading







2. King Edward VII Galleries, British Museum4)5)（図

























国 士 舘 大 学 工 学 部 紀 要 第39号 (2006)
図 King Edward VII Galleries, British Museum
図 King Edward VII Galleries, British Museum









で 砂セメント＝31 調合のもので 3 in. 厚に仕上
られているものもある。コンクリートは，3＋1/2 が
Crushed Clinker 粗粒ク リンカ ー， 1 ＋ 1 / 2 が Fine
Clinker 細粒クリンカー，1 がポルトランドセメントの
調合であった。






















3. Bridge, Royal Opera House, London8)9)（図10, 11,
12, 13, 14, 15)British Museum から少し南の Covent
Garden に修復なったばかりの Royal Opera House がそ
の巨大な白い Neo-Renaissance の姿を浮かべている。
その横の細い Floral Street をまたいで隣の Royal Ballet
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School と結ぶブリッジが Wilkinson Eyre の設計で2003
年につくられた。
Opera House の巨大な Blind Wall への開口よりも学
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4. Lloyd's Resister of Shipping10)11)（図17, 18, 19, 20,
21, 22, 23)New Lloyd's of London（図16）のコンペ
で Richard Rogers がセンセイショナルな勝利を得て 1/
4 世紀がたった。Lloyd's Register は19世紀の終りに
Fenchurch Street に引越してきた。ロンドンの中心部
から西寄りの City の中心部ともいえる Bank の近くで
ある。Thomas E. Collcutt の設計で，1901年に `Arts
and Crafts Baroque' 様式で完成した。当時の最高の装
飾芸術家の働きで彫刻やタイル・金物細工など最高級の
品質であった。 100年後の 2000年に Richard Rogers
Partnership の設計で改修工事が行われ，その際，オリ
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Lloyd's Avenue に面した Coronation House の石のフ
ァサードは残さねばならなかった。City は1920年代の
Black Sea and Baltic House を取り壊すことに同意しな
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5. Centaur Street Housing12)（図24, 25, 26, 27, 28,
29)ロンドンの中心部から少し南下してテームズ川を
渡った Waterloo 駅へ入る線路を支えている高架橋の
アーチから 1 m という厳しい場所に建てられた。2003
年 de Rijke Marsh Morgan の設計である。
このアパートは，乱平面の 5 階建てで屋根部屋 Roof
Top Room と屋根テラス Roof Terrace がある。4 ユニ
ット（上下 2 ユニット）が入る設計になっている。構
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い戸に極めて似ている。8 mm 厚で巾190 mm のボード
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を隙間をあけて水平に取り付けられおり，隙間は下の方























開発された住居の類型は `The terrace meets the ‰at'
といえる。テラスは大変成功した都市の形である。伝統















高の Volume/Transition zone をつくることにより，バ
ス・ルームとベッド・ルームのカプセルに入れられた













は Canadian Walnut がぜいたくに使われ，これは粗面
と豪華の対比であるがプランの Simplicity は保持されて
いる。暖房は床下でとられている。












平成15年 9 月 1 日から 1 年間学外派遣研究員として
ロンドンに派遣して下さった国士舘大学，同工学部，同
建築デザイン工学科に心から感謝申し上げます。また，
受入れ先の RIBA 王立英国建築家協会および RIBA
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